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１．目的と経緯 

平成22年に結成された沖縄県海ぶどう生産

者協議会(以下、協議会)は平成25年7月末以降、

海ぶどう用購飼料の購買事業を除いた活動休

止状況にあったが、平成27年度の普及事業活動

によって、協議会役員による現状把握と今後の

体制や方針についての意見交換を経て、再構築

を図ることとなった。平成28年度には、新たな

事務局を設置し、休止期間を含めた事業報告の

整理や活動再開にむけた事業計画に対して、関

係機関と連携を図りながら、活動再開の支援を

行った。今年度も協議会の自発的な活動を促進

し、会員の積極的な活動参加に繋がることを期

待し、活動支援を行った。 

 

２．取り組み内容 

（１）協議会役員会(平成29年6月16日) 

沖縄県水産課会議室において安里会長をは

じめ協議会役員5名と県関係者により、昨年度

の活動報告および今年度の活動に関して打合

せを行った。昨年度活動報告として、水産課に

よる「持続的な漁業生産額拡大のためのマーケ

ティング支援事業」にて開催された海ブドウ品

評会に関する報告が行われた。また、今年度総

会の開催時期と場所、会員情報交換会、飼料購

買事業や会費徴収に関することについて話し

合いが行われた。 

協議会からの要望として、定期総会と合わせ

て実施される、会員情報交換会における話題提

供および海ブドウ品評会開催に向け、開催場所

や次期等の調整を支援して行くこととなった。 

 

（２）第6回通常総会(平成29年7月19日) 

恩納村コミュニティーセンターにおいて開

催された。今期事業計画として、第1回の成功

をふまえ、「海ブドウ」の品評会を継続するこ

と、会員情報交換会の開催を行うことが決議さ

れた。これを受け品評会の開催場所や次期など

について関係機関と連携を取りながら支援し

て行くこととした。 

合わせて行われた、会員情報交換会では、沖

縄県飼料協業組合の仲本常務より協議会が取

り扱っている配合飼料について、筆者により海

ブドウの養殖中に見られる育成不良事例や原

因などに付いて情報提供を行った。なお、育成

不良事例の殆どは原因と対策が不明の場合が

多く、各生産者からの情報を協議会にて一元化

出来るよう協力を呼び掛けた。 

 

（３）｢海ブドウ｣品評会開催支援 

水産課が事業で実施した、平成28年度沖縄

県産「海ブドウ」品評会は協議会の協力のもと、

テンブス那覇にて開催された。出品した生産者

のからは、「評価を受けることでやり甲斐に繋

がる」、「生産意欲が高まった」、「従業員共々う

れしい思いと生産者として考えさせられる日

になった」等の意見が寄せられるなど好評を得

たことで、継続して品評会を行うこととなった

が、協議会単独では開催準備や費用など生産・

販売業務等のかたわらでの開催は困難である

ことから水産海洋技術センター普及班で支援

して行くこととなった。開催に向けて、花と食

のフェスティバルでの農業関係の取組に習い、

品評の場について、園芸振興課 前門課長に相

談した結果、花と食のフェスティバル野菜花

き・果樹等品評会と同時開催を検討して頂ける

運びとなった。園芸振興課班長を始め品評会担

当者および流通・加工推進課担当者、水産課花

食担当者、協議会事務局との調整により、「お

きなわ花と食のフェスティバル2018」催事とし

て”平成29年度沖縄県産「海ブドウ」品評会”

を開催し、セルラーパーク特設ステージにて品



 

評会表彰式を実施することとなった。協議会か

ら依頼により、最優秀賞に県知事賞、優秀賞を

農林水産部長賞、優良賞には協議会会長賞とす

るための寄贈、および挨拶及び表彰式における

部長対応、マニュアル重要管理項目への取組や

製品規格(0.08ｇ/㎝)等の規格検査員として普

及班及び水産課で対応を行った。 

マニュアル重要管理項目への取組状況に付

いては、昨年度出品者を中心として、主要な生

産者から聴き取りを実施して管理状況の把握

を行った。また、協議会事務局を中心に品評会

開催要領や出品要領、審査要領作成支援を行っ

た。 

要領作成に当たっては、「おきなわ海ぶどう

ブランド化マニュアル」で示されている重要管

理項目（CCP）の取り組み状況を水産業改良普

及指導員が中心となり規格検査を実施するこ

と、賞の選定には規格検査における最重要管理

事項を必須条件とし、公平公正に実施すること

で以下の成果を目指した。 

ア. 協議会・生産者における安全・安心な生産

に向けた取組拡大と促進。 

イ. 消費者ににおいては、品質ごとの価格体系

作り促進と構築。 

ウ. 生産者・関連企業では安定した海ブドウ産

業としての発展。 

エ. 県関係機関では現状把握と新たな課題の

洗い出し。 

 

外観や食感などを行う審査員の選定につい

ては、以下の4要件を重視して選定した。 

ア. 安全安心な生産に向けた技術開発および

組織作り(県関係機関) 

イ. 生産者や漁協の安定生産を支える指導機

関(県漁連) 

ウ. 海ブドウを取り扱う流通業者(卸売・小売

店) 

エ. ブドウを食材とし調理・提供に携わる(調

理師関係団体)  

 

 

（４）｢海ブドウ｣品評会審査会・規格検査 

平成30年1月26日(金)に、水産海洋技術セン

ター会議室において、規格検査および審査会を

実施した。規格検査において全ての出品製品に

おいて0.08ｇ/㎝の基準を上回っていた。 

出品は18生産者より出品があり、最優秀賞に

は、久米島海洋深層水開発株式会社の｢球美の

海ぶどう｣が選ばれた。また、優秀賞には、恩

納村漁業協同組合恩納支部の与那嶺豊氏が出

品した｢美ら海育ちおきなわ海ぶどう｣と高野

海ぶどう生産組合長崎シーファーム長崎輝義

氏の｢海ぶどう｣。優良賞は、伊是名漁業協同組

合｢いぜな島そだちの海ぶどう｣、有限会社テ

ィ・エムセンター｢海ぶどう｣、伊是名漁業協同

組合 神田秋博｢いぜな島そだちの海ぶどう｣、

山城定継｢美ら海沖縄県産生海ぶどう｣(出品受

付順および出品時表記)。 

 

（５）｢海ブドウ｣品評会表彰式 

表彰式は花と食のフェスティバル2018催事

会場のセルラーパーク特設ステージにおいて

行われた。 

 

３．今後の課題 

昨年度再開された協議会に対して、総会に

おける会員情報交換への話題提供と品評会開

催を中心として活動支援に取り組んだ。生産者

や会員、役員によって協議会運営に対する温度

差は依然として存在している。育成不良事例の

情報集約を協議会でおこない、生産力向上の中

心的役割を担うことで求心力向上へ繋がれば

と考えている。 

今年度は協議会を中心として、花と食のフ

ェスティバル催事として品評会を開催するに

当たり、協議会事務局担当者に多くの負担のも

と、水産課をはじめ、流通・加工推進課や園芸

振興課の協力があり滞りなく開催となった。次

年度以降は、事務局の負担を軽減出来るよう取

り組むことで、継続的な開催に繋げる必要があ

る。品評会開催により、出品者が自らの生産物

を定期的に衛生管理検査実施や、ブランド化マ

ニュアルの周知や普及、問題点の洗い出しや改

訂に向けた情報収集につながる良い機会とな

っていることから今後も活動支援を継続して

いきたい。 
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